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平成18年１月12日

上場会社名 株式会社ファーストリテイリング 　 (コード番号：9983　東証第１部)

（URL　http://www.fastretailing.co.jp/） 　 　
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1.　四半期財務情報の作成等に係る事項
①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　：有

(内容) 法人税等の計上基準につきましては、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計
算しております。
その他影響額が僅少なものについて、一部簡便的な方法を採用しております。

②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　：無
③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　：有

(内容) 連結　５社

2.　平成18年８月期第１四半期財務・業績の概況（平成17年９月１日～平成17年11月30日）
　(1) 経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨）
　

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年８月期第１四半期 120,536 ( 15.4) 23,842 ( 20.4) 24,787 ( 21.5) 13,891 ( 17.5)

17年８月期第１四半期 104,491 ( 12.5) 19,806 (△8.6) 20,404 (△6.0) 11,822 (△2.6)

（参考）17年８月期 383,973 　 56,692 　 58,607 　 33,884 　

　

　
１株当たり四半期
(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

　 円 銭 円 銭

18年８月期第１四半期 136 57 　 －

17年８月期第１四半期 116 23 　 －

（参考）17年８月期 331 99 　 －

（注）１．期中平均株式数  18年８月期第１四半期  101,714,917 株   17年８月期第１四半期  101,715,638 株

    17年８月期  101,715,352 株

２．売上、営業利益等におけるパーセント表示は、前年同四半期に対する増減率であります。

　

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］
　　当第１四半期（平成17年９月１日～平成17年11月30日）におけるわが国経済は、原油価格高騰等の不安
定要因はあるものの、生産や輸出の持ち直しによる企業収益の改善や、設備投資の増加に加え、雇用情勢や
家計所得の好転に伴い個人消費に明るさがみられるなど、景気は緩やかな回復基調で推移しました。
　当社の属するファッション小売業界におきましては、ウォームビズ効果が業界全体の追い風となり、特に
気温の低下した11月から、防寒物を中心に、売上は上昇傾向となりました。
　当社グループは、2010年に1兆円の売上と1,500億円の経常利益を達成するため、平成17年11月１日付けで
会社分割による持株会社体制へ移行し、①再ベンチャー化（大企業体質から、高収益、高成長の革新的な企
業グループへの転換）、②グローバル化（市場、商品、オペレーション、人材、経営など、あらゆる面での
グローバル化の推進）、③グループ化（企業買収・合併（Ｍ＆Ａ）を通じ、成長性のある関連事業へ進出す
ることにより、ユニクロとの相乗効果を高め、グループ企業価値の最大化を達成）を目指すことにより、事
業構造改革に向けた第一歩を踏み出しました。
  具体的には、ユニクロ事業におきましては、「立地・業態開発」の一環としてユニクロ銀座店などの超大
型店をはじめ、ユニクロの新業態であるウィメンズインナー専門店「ＢＯＤＹ by ＵＮＩＱＬＯ」や、キッ
ズ・ベビー専門店「ユニクロキッズ」を出店いたしました。海外ユニクロ事業におきましては、収益基盤拡
大に向け、英国、中国に続き、米国、韓国、香港へ相次いで進出いたしました。
　また、商品開発面におきましては、ニューヨーク、東京のＲ＆Ｄセンターを中心に、世界中の最優秀の人
材を起用することにより、質・量ともに世界最高水準の商品開発に着手し始めました。今後は、世界各地に
Ｒ＆Ｄセンターを設置し、グローバルにもローカルにも良いと認められる商品の開発を強化していく予定で
す。



　　また、新規事業につきましては、2005年５月に経営権を取得しましたネルソンフィナンス社が所有する
フレンチカジュアルブランド「COMPTOIR DES COTONNIERS（コントワー・デ・コトニエ）」の日本での事業
展開の布石として、当社100％出資によるコントワー・デ・コトニエジャパン株式会社を設立したほか、日
本においてイタリア「ASPESI（アスペジ）」ブランドを展開する株式会社シールド社（現アスペジ・ジャパ
ン株式会社）の株式の60％を取得いたしました。
　以上の結果、当第１四半期の連結業績につきましては、売上高120,536百万円、経常利益24,787百万円、
四半期純利益は13,891百万円となりました。

　
　
　(2) 財政状態（連結）の変動状況 （百万円未満切捨）
　

　 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

18年８月期第１四半期 330,208 192,043 58.2 1,888 06

17年８月期第１四半期 280,434 164,634 58.7 1,618 58

（参考）17年８月期 272,846 182,349 66.8 1,791 61

（注）期末発行済株式数  18年８月期第１四半期  101,714,897 株   17年８月期第１四半期  101,715,589 株

17年８月期  101,715,010 株

　
　【連結キャッシュ・フローの状況】 （百万円未満切捨）
　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

18年８月期第１四半期 21,941 △2,741 △7,135 137,568

17年８月期第１四半期 5,411 △3,752 △6,490 129,131

（参考）17年８月期 15,398 △16,823 △14,854 121,061

　

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］
①財政状態の変動状況
  総資産は、57,361百万円増加しました。主に、為替予約の増加24,021百万円、現金及び預金の増加 12,910
百万円、受取手形および売掛金の増加11,126百万円、たな卸資産の増加6,567百万円によるものです。

②キャッシュ・フローの状況
・現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ16,507百万円増加しました。
・営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益24,560百万円、売上債権の増加額
　11,047百万円、たな卸資産の増加額5,527百万円、仕入債務の増加額21,681百万円などにより21,941
　百万円となりました。
・投資活動によるキャッシュ・フローは、有形・無形固定資産の増減額△2,850百万円、投資有価証券の
　売却による収入1,000百万円及び建設協力金の増減額△562百万円などにより△2,741百万円となりま
　した。
・財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額6,468百万円、長期借入金の返済662百万円な
　どにより△7,135百万円となりました。

○添付資料
四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、生産、受注及び販売の状況

以　上

　

[参考]
平成18年８月期の連結業績予想（平成17年９月１日～平成18年８月31日）

　 売上高 経常利益 当期純利益

　 百万円 百万円 百万円

中間期 232,700 42,000 23,200

通期 435,000 69,000 37,900

(参考)　１株当たり予想当期純利益(通期) 372円61銭
※　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な
要素を含んでおります。実際の実績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。

　　



1.　四半期連結貸借対照表

（単位：百万円、％）

科　　目

当四半期

(平成18年８月期

第１四半期末)

前年同四半期

(平成17年８月期

第１四半期末)

増　　減
（参　考）

平成17年８月期

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　1.　現金及び預金 87,669 　 78,796 　 8,872 11.3 74,759 　

　2.　受取手形及び売掛金 15,599 　 9,342 　 6,256 67.0 4,472 　

  3.  有価証券 49,899 　 50,334 　 △435 △0.9 46,302 　

　4.　たな卸資産 40,162 　 36,215 　 3,946 10.9 33,594 　

　5.　為替予約 35,812 　 － 　 35,812 － 11,791 　

　6.  為替予約繰延ヘッジ損失 － 　 27,497 　 △27,497 △100.0 － 　

　7.　その他 5,275 　 13,874 　 △8,598 △62.0 9,140 　

　8.　貸倒引当金 △20 　 △9 　 △10 119.5 △9 　

　　　流動資産合計 234,398 71.0 216,052 77.0 18,346 8.5 180,051 66.0

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　1.　有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物 14,843 　 12,375 　 2,467 19.9 12,356 　

　　(2) その他 6,409 　 4,525 　 1,884 41.6 6,320 　

　　　有形固定資産合計 21,252 6.4 16,901 6.0 4,351 25.8 18,676 6.8

　2.　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 営業権 11,020 　 － 　 11,020 － 10,787 　

　　(2) その他 6,716 　 4,731 　 1,985 42.0 6,365 　

　　　無形固定資産合計 17,737 5.4 4,731 1.7 13,006 274.9 17,153 6.3

　3.　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券及び

        出資金
13,662 　 9,439 　 4,223 44.7 14,853 　

　　(2) 敷金・保証金 23,327 　 12,980 　 10,346 79.7 22,587 　

　　(3) 建設協力金 20,337 　 19,576 　 760 3.9 19,775 　

　　(4) その他 777 　 782 　 △4 △0.6 1,025 　

　　(5) 貸倒引当金 △1,285 　 △29 　 △1,256 4,229.4 △1,276 　

　　　投資その他の資産合計 56,819 17.2 42,749 15.3 14,069 32.9 56,965 20.9

　　　固定資産合計 95,810 29.0 64,382 23.0 31,427 48.8 92,795 34.0

　　　資産合計 330,208 100.0 280,434 100.0 49,773 17.8 272,846 100.0

　 　 　 　 　 　 　 　 　
(注)　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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（単位：百万円、％）

科　　目

当四半期

(平成18年８月期

第１四半期末)

前年同四半期

(平成17年８月期

第１四半期末)

増　　減
（参　考）

平成17年８月期

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　

　1.　買掛金 56,332 　 63,148 　 △6,815 △10.8 33,718 　

　2.　未払法人税等 9,406 　 8,505 　 900 10.6 12,213 　

  3.  為替予約 － 　 27,497 　 △27,497 △100.0 － 　

　4.　為替予約繰延ヘッジ利益 35,812 　 － 　 35,812 － 11,791 　

　5.　その他 19,791 　 15,433 　 4,358 28.2 16,491 　

　　　流動負債合計 121,342 36.7 114,583 40.9 6,759 5.9 74,213 27.2

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　

　1.　長期借入金 4,438 　 46 　 4,391 9,342.8 4,945 　

　2.　その他 6,431 　 1,168 　 5,262 450.2 6,191 　

　　　固定負債合計 10,869 3.3 1,215 0.4 9,653 794.0 11,137 4.1

　　　負債合計 132,212 40.0 115,799 41.3 16,413 14.2 85,350 31.3

　 　 　 　 　 　 　 　 　

    (少数株主持分) 　 　 　 　 　 　 　 　

　　少数株主持分 5,951 1.8 － － 5,951 － 5,146 1.9

　 　 　 　 　 　 　 　 　

(資本の部) 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本金 10,273 3.1 10,273 3.7 － － 10,273 3.8

Ⅱ　資本剰余金 4,579 1.4 4,578 1.6 0 0.0 4,579 1.7

Ⅲ　利益剰余金 191,203 57.9 168,842 60.2 22,360 13.3 184,293 67.5

Ⅳ　その他有価証券

    評価差額金 
1,595 0.5 △2,984 △1.1 4,579 － △676 △0.3

Ⅴ  為替換算調整勘定 432 0.1 △40 △0.0 473 － △80 △0.0

Ⅵ　自己株式 △16,041 △4.8 △16,035 △5.7 △5 0.0 △16,040 △5.9

　　資本合計 192,043 58.2 164,634 58.7 27,408 16.7 182,349 66.8

　　負債・少数株主持分

　　及び資本合計
330,208 100.0 280,434 100.0 49,773 17.8 272,846 100.0

　 　 　 　 　 　 　 　 　

(注)　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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2.　四半期連結損益計算書

（単位：百万円、％）

科　　目

当四半期

(平成18年８月期

第１四半期)

前年同四半期

(平成17年８月期

第１四半期)

増　　減
（参　考）

平成17年８月期

金額 百分比 金額 百分比 金額 増減率 金額 百分比

Ⅰ　売上高 120,536 100.0 104,491 100.0 16,045 15.4 383,973 100.0

Ⅱ　売上原価 62,794 52.1 56,460 54.0 6,334 11.2 213,682 55.7

　　　売上総利益 57,741 47.9 48,030 46.0 9,711 20.2 170,290 44.3

Ⅲ　販売費及び一般管理費 33,899 28.1 28,223 27.0 5,675 20.1 113,598 29.6

　　　営業利益 23,842 19.8 19,806 19.0 4,036 20.4 56,692 14.7

Ⅳ　営業外収益 1,177 1.0 803 0.7 374 46.6 2,729 0.7

Ⅴ　営業外費用 232 0.2 205 0.2 27 13.2 814 0.2

　　　経常利益 24,787 20.6 20,404 19.5 4,382 21.5 58,607 15.2

Ⅵ  特別利益 44 0.0 － － 44 － 6,040 1.6

Ⅶ  特別損失 270 0.2 130 0.1 140 108.1 6,631 1.7

    税金等調整前四半期

    （当期）純利益
24,560 20.4 20,274 19.4 4,286 21.1 58,016 15.1

    法人税、住民税及び事業税 10,239 8.5 8,451 8.1 1,788 21.2 24,058 6.3

    少数株主利益 429 0.4 － － 429 － 73 0.0

    四半期（当期）純利益 13,891 11.5 11,822 11.3 2,069 17.5 33,884 8.8

(注)　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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3.　生産、受注及び販売の状況
　
　

商品部門別売上 （単位：百万円、％）
　

部門

当四半期 前年同四半期
(参考)

平成17年８月期
(平成18年８月期 (平成17年８月期

第１四半期) 第１四半期)

売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比

　 　 ％　 ％　 ％

メンズ 42,126 34.9 42,795 41.0 151,173 39.3

ウィメンズ 37,223 30.9 34,133 32.7 112,484 29.3

キッズ・ベビー 6,673 5.5 6,629 6.3 22,250 5.8

インナー 15,971 13.3 14,168 13.6 57,453 15.0

グッズ・その他 5,157 4.3 4,192 4.0 15,873 4.1

商品売上計 107,151 88.9 101,919 97.6 359,236 93.5

ＦＣ関連収入・補正費売上高 2,283 1.9 1,651 1.6 6,069 1.6

国内ユニクロ事業合計 109,434 90.8 103,571 99.2 365,305 95.1

海外ユニクロ事業 2,169 1.8 768 0.7 3,078 0.8

ワンゾーン事業 4,917 4.0 - - 12,227 3.2

ＣＤＣ事業 3,477 2.9 - - 2,642 0.7

その他衣料品関連事業 436 0.4 151 0.1 719 0.2

その他事業 101 0.1 - - - -

合　　計 120,536 100.0 104,491 100.0 383,973 100.0

(注) １．当第１四半期より、部門の区分方法を変更しております。なお、前年同四半期及び平成17年８月期は、変更

後の区分に組替えております。

２．ＦＣ関連収入は、フランチャイズ店に対する商品売上高、フランチャイズ店からのロイヤリティ収入であり、

補正費売上高とは、パンツの裾上げ（補正）の加工賃及び刺繍プリントによる収入であります。

３．ユニクロ事業とは「ユニクロ」ブランドのカジュアル衣料品販売事業であります。

４．ワンゾーン事業とは、靴小売事業であります。

５．ＣＤＣ事業とは「COMPTOIR DES COTONNIERS（コントワー・デ・コトニエ）」ブランドの国内外における衣料

品販売事業であります。

６．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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